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論文の内容の要旨 
巻直樹氏の博士学位論文は、要介護認定高齢者への呼吸リハビリテーションの効果を検討したもので
ある。その要旨は以下のとおりである。 
 
研究 1 
(目的) 
著者はまず要介護認定者の呼吸機能について先行研究を概観し、肺炎予防のために呼吸機能訓練
の必要性を明らかにしている。そして本論文では、要介護認定者における呼吸機能と心身機能およ
び ADL・QOL の関連を検討すること、さらに、介護予防における、呼吸リハビリテーション（以
下リハ）の有用性を示すことを目的として、身体、精神、社会的機能の測定を行っている。 
(対象と方法) 
 研究対象は、茨城県 I 市にある通所リハを利用する呼吸器疾患を有しない 65 歳以上の要介護認
定者であり、対象数は 87 人であった。呼吸機能、体力、精神機能、嚥下機能、FIM、老研式活動
能力指標、SF8 身体・精神サマリースコアの測定と評価を行っている。統計学的分析は Spearman
の順位相関検定、FIM、老研式活動能力指標、SF8 身体サマリースコアと SF8 精神サマリースコ
アを従属変数として重回帰分析（ステップワイズ法）によりβ値を求めている。 
(結果) 
筋力、体幹柔軟性、運動耐容能、嚥下機能、うつ傾向、FIM、老研式活動能力指標、SF8 身体・
精神サマリースコアと呼吸機能に有意な正の相関がみられ、いずれも肺年齢とは有意な負の相関が
みられていた。また、重回帰分析の結果、一秒量、嚥下機能は QOL(SF8 身体・精神サマリースコ
ア）、IADL、ADL に関連する要因であり、うつ傾向は QOL (SF8 身体・精神サマリースコア）、IADL
に関連する要因であることを導き出している。 
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(考察) 
 要介護認定者において呼吸機能と QOL の指標である「SF8 身体的サマリースコア」、「SF8 精神
的サマリースコア」の相関や、重回帰分析の結果からも、呼吸機能以外に ADL 得点、体幹柔軟性、
うつ、嚥下機能が影響を与えていることが示されている。以上より、要介護高齢者に対し、リハで
体幹柔軟性、嚥下機能、呼吸機能を改善することにより、QOL の向上が可能になることを明らか
にしている。 
 
研究 2 
(目的) 
著者は研究 1 に続き、嚥下機能低下を呈した要介護認定高齢者を対象として、呼吸リハ介入が呼
吸機能・嚥下機能と QOL 改善に与える効果および長期間の効果を検証することを目的としている。 
(対象と方法) 
著者は研究 1 の約 1 年後（2014 年 8 月）、同施設でリハを継続していた横断的研究（研究 1）の
被験者 60 名から、同意が得られた 31 名に呼吸リハ介入を行っている。対象者に対し 1 日に通常リ
ハ 10 分弱、呼吸リハ介入 10 分強、計 20 分、週 3 日実施していた。2 ヵ月（8 週）間介入を行い、
介入前、介入１ヶ月（4 週）後、介入 2 ヶ月（8 週）後、follow-up1 ヶ月後、follow-up 6 ヶ月後に
測定を行っている。対象者のベースライン時における特性は介入前に評価を行っている。  
介入内容として、①呼吸筋強化トレーニング②咳嗽練習③胸郭ストレッチ④ホームエクササイズ通
常リハの内容は①上下肢関節可動域練習②上下肢筋力増強練習③バランス練習④歩行練習を実施
している。 
 また評価項目として、呼吸機能はスパイロメーターを用い、握力、腹筋群筋力、大腿四頭筋筋力、
胸腰椎関節可動域、胸郭拡張差、6 分間歩行距離、Borg scale、GDS、嚥下機能、FIM、老研式活
動能力指標、SF8 身体・精神サマリースコアの測定を行っている。1 年前（初期評価）、介入前（Pre
評価）、介入１ヶ月後、介入 2 ヶ月後、follow-up1 ヶ月後、follow-up 6 ヶ月後の比較は、繰り返し
のある一元配置分散分析であり、多重比較は Tukey 法を使用している。 
(結果) 
著者は要介護認定高齢者 60 人のうち、除外基準により、研究に同意しなかった者 25 人、重度の
心疾患を持つ者 4人の計 29 人を除外し、31 人を解析対象としている。介入 1 か月後から follow-up1
ヶ月後までは 30 人を、follow-up 6 ヶ月後では 26 人を解析対象としている。 
1 年前（初期評価）と介入前（Pre 評価）との間で、％一秒量、咳嗽能力、胸腰椎関節可動域（回
旋）、6 分間歩行距離、嚥下機能（DRACE）、QOL（SF8 PCS）は有意に減少を示している。介入
前（Pre 評価）と介入 1 か月後評価との間では、％一秒量、咳嗽能力、呼気筋力、胸腰椎関節可動
域（回旋）、6 分間歩行距離、嚥下機能（DRACE）、QOL（SF8 PCS）は有意に改善を示している。
介入 1 か月後と介入 2 か月後との間では、ほとんど変化が見られないこと。介入 2 か月後と 
follow-up 6 ヶ月後との間で、％一秒量、咳嗽能力、6 分間歩行距離、QOL（SF8 PCS）は有意に
減少を示すことを明らかにしている。 
(考察) 
本研究の高齢者は週に 60 分間通常のリハプログラムを受けているにもかかわらず、一年間で呼
吸機能の有意な低下を示している。また、通常リハのみに戻した介入後 6 か月後では、呼吸機能は
再び有意な低下を示している。本研究の結果は、呼吸リハの介入無しでは、通常のリハプログラム
を受けていても、呼吸機能は加齢とともに減少することを示唆している。著者の研究では、週 3 回
の呼吸リハにより高齢者の一秒量が改善出来るものの、効果は介入 1 か月で頭打ちとなっている。
呼吸機能の維持に必要な呼吸リハの頻度や強度を明らかにすることを今後の課題としている。本研
究の限界として、対照群を設けていないことや、単一施設のみの介入であったことを挙げている。
対照群のない研究デザインであったため、今後の課題としてランダム化比較試験を実施することに
より、効果の検討をしていくことの必要性を述べている。 
(結論) 
 本研究の結果から、地域在住要介護認定高齢者に対し呼吸リハを導入することにより、呼吸機能
や嚥下障害、QOL を改善することに役立つことを明らかにしている。 
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審査の結果の要旨 
（批評） 
 巻氏は要介護認定高齢者に対する呼吸リハの導入により、呼吸機能や嚥下障害、QOL を改善す
ることが可能であることを明らかにした。高齢者の肺炎は死因第三位であり、これを予防するため
の具体策が求められているが、理学療法士としての専門性の高い技術や実績により導き出した方法
は今後のリハビリテーション職の指針ともなり非常に有益である。また高齢者の誤嚥性肺炎予防とい
う頻発する問題に焦点をあて具体策を提示するなど、社会貢献性の高い研究を行うことができた。 
 
平成 28年 12月７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（ヒューマン･ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
